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岩石の時代については, 花園岩では主としてアルゴンー カリウム法で決定された値を, また火IL.t岩では
層序学的に決められたものを採用している｡ 自然残留磁気 (N R M ) は無定位磁力計を用いて測定し, 磁
化の安定性試験には交流消磁および熱消磁を併用したほかに, 現在の地球磁場と試料の磁化方法とを直角
において 1年以上放置して変化の有無をしらべるなど各種の手段を併用している｡
D oell, Cox らの研究から過去約3500万年間の地球磁場は, 地球の中 心を通る axial dipoleで大体説明
できるとされているので, 試料の磁化方向が冷却凝固時の地球磁場の方向を示すとすると, 過去と現在の




測定結果によると, 後期中新世, 中期鮮新世および第四紀との境前後の時代のこれらの値は, 中 新世 ･鮮
新世の境前後の時代の値にくらべて小であって, 当時の地球磁場が現在の dipole field と同方向または
逆方向で平行に近かったことを示している｡ ところが中新世と鮮新世の境前後の時代では, 』Ⅰは他の時代





たと推定している｡ これらの点を解りやす くするために, G eocentric dipole field を仮定して, 岩石の






較的短かい時間で起こったとする D oell らの説と符合する｡ 最後吃, 以上の結果から地球磁場反転の可
能な機構について著者の考えを述べている｡
参考論文は, 水酸化鉄鉱物が脱水されてヘマタイトを生 じ磁性をもつに至る, いわゆる化学残留磁気の
- 軸加圧による影響を明らかにした研究や, 同一岩体中における磁化方向の分布と信頼性に関する研究の
ほか, 岩石磁気の応用として日本列島の変形などを取り扱ったものである｡





す自然残留磁気 (N R M ) の測定結果から上述の問題を論じている｡ これらの議論に当っては交流消磁 ･
熟消磁などの方法で, 不安定な N R M を示す試料を除外しており, また時代については花園岩ではアルゴ
ンーカリウム法で決められたものを, 火山岩については層序的に決められた結果を採用し, 不確実なもの
は除いている｡ 火山岩送出の消長と地質時代の区分とは必ずしも一致しないので, 測定した岩石を時代別
に (A ) 後期中新世と (B ) 中新世と鮮新世の境前後の時期 (C ) 中期鮮新世 (D ) 鮮新世と洪積世の境
前後の時乱 の 4群に分け, 各群について磁化方向の変化の模様を比較検討している｡ その結果 B 群のも
のは永年変化の大きさを考慮に入れると変化量は大きいとはいえない｡ 特に注目されることは, B群のも
のは伏角差のばらつきが割合に少ないことと, 他の群には中間の方向を示すものがほとんど兄いだされな
いことである｡ さらに, N R M の方向から当時の地磁極の位置を求めているが, その分布は中新世から,
鮮新世に移る頃におこった地磁極の移動の経路を示していると考えられる｡
これらの結果かち, 中新世以来地球磁場は現在の G eocentric axial dipoleに基づ くものとほぼ近似し
ていたが, 極性については現在までに数回の逆転があり, そのうちB の時期, すなわち, 中新世末より鮮
新世初期にかけての逆転は割合にゆるやかに行なわれたが, 他の時代における逆転は比較的短期間に行な
われたと結論している｡ また, このゆるやかな逆転の機構について (i) dipoleのまま方向のみを変化し
たか, (ii) 主dipole は方向を変えずに強さだけが正より負に変わり, この間これと直角方向の副 dipole
との合成ベクトルが測定から求められた地磁極の遷移の経路をたどったか, いずれかによって説明できる
としている｡
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岩石の N RM の方向から地磁極の移動を鬼いだそうとする試みは我.EIk]だけでなく英米等にもあるが, 中
新世以後の火成岩についてこれほど多くの試料の測定と確実性の多い時代的資料をもとにして行なった研
究は他になく, 本論文は古地磁気学に重要な寄与をなすものである｡ また, 参考論文は, 岩石磁気の物性
論的研究と, 応用として日本列島の地質構造を論じたもののほか, 岩石磁化方向の信頼性と逆転について
研究した成果で, 全論文を通じて著者が古地磁気学の分野において豊富な知識とすぐれた研究能力を有す
ることが認められる｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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